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第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
第
３
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２３

　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

工
事
委
託
の
年
度
協
定
（
平
成　

年
度
）
締
結
に
つ
い
て

２３

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
石
巻
工
業
港
曽
波
神
線
擁
壁
（
第
一
工
区
）（
第
二
工
区
）
新
設
（
そ
の
２
）
工
事
）

　
　
　
　
　

（
異
議
は
な
い
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

予　

算

条　

例

そ
の
他

人　

事
白
出
征
三
氏
を
引
き
続
き
選
任

千
葉
健
子
氏
、
浮
津
康
逸
氏
、
渥
美
佳
子
氏
、
齋
藤
美
代
子
氏
を
引
き
続
き
推
薦

※
附
帯
決
議
と
は

　

議
決
さ
れ
た
条
例
や
予
算
に
関
し
て
付
さ
れ
る
、
意
見
や
希
望
な

ど
を
表
明
す
る
決
議
の
こ
と
。
法
的
な
拘
束
力
は
有
し
な
い
。

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
例
年
よ

２３

り
会
期
を
１
ヶ
月
ほ
ど
遅
ら
せ
、
７
月
８

日
か
ら
７
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
日
程

２１

１４

で
、
会
期
を
短
縮
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算

な
ど
の
市
長
提
出
議
案　

件
の
議
案
が
審

２０

議
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
提
出
議
案

と
し
て
、
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
し
、
附
帯
決

議
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
は
、
職
員
の
震
災
対

応
業
務
を
最
優
先
に
考
え
る
と
と
も
に
、

議
員
自
ら
も
災
害
復
旧
業
務
に
力
を
注
ぐ

た
め
、
一
般
質
問
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
※
附
帯
決
議
の
詳
細
は
Ｐ　

に
記
載
）

１３

第２回定例会

条
例
や
補
正
予
算　

件
を
可
決

２０

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
対
し
附
帯
決
議
を
可
決
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第2回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

◆石巻市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例

　東日本大震災により行方不明となった非常勤消防団員の生死が、３ヶ月間分からない場合又は死亡が３ヶ月以

内に明らかとなり、かつ、死亡時期が分からない場合には、公務災害補償及び退職報償金の支給規定の適用につ

いて、平成23年３月11日に死亡したものと推定する改正を行うもの。

可決された条例の中から

◆固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意を求めることについて

　固定資産評価委員会委員（委員６名）の任期が７月14日をもって満了したことに伴い、地方税法第423条第３

項の規定に基づき、人格識見が高く、固定資産の評価に関し知識を有する手島克彦（てしまかつひこ）氏、須田

佑（すだたすく）氏、齋藤賢仁（さいとうけんじ）氏、�橋昭夫（たかはしあきお）氏、菅原清（すがわらきよ

し）氏の５氏については引き続き選任し、石川寛敏氏の後任には、板橋敬吾（いたばしけいご）氏を選任するに

あたり、議会の同意を求めたもの。

その他の議案の中から

　今回の補正予算は、「東日本大震災」に伴う災害救助経費として、住宅応急修繕費用の追加、避難者受入民間

施設等への謝礼金及び入浴、透析治療者送迎に係るバス借上等に要する経費を措置したほか、倒壊家屋等の解体

撤去、県への二次処理業務委託に係る災害廃棄物処理経費、被災により就学が困難となった児童生徒に対する就

学援助費、道路や農林水産業施設に係る災害復旧費などについて所要額を措置した。

　また、災害復旧を最優先とした事務事業の整理と財源確保のための「当初予算の抜本的見直し」に係る歳入歳

出の調整について併せて行った。
　

◆衛生費では

　・石巻霊園の墓所増設（144区画）に要する経費

　・被災者の予防接種費用の助成に関する経費

　・災害廃棄物の処理に関する経費

◆消防費では

　・消防自動車の整備（化学ポンプ車１台、小型動力ポンプ付積載車３台）に要する経費

◆教育費では

　・被災により就学が困難となった児童に対する就学援助に関する経費

　　（小学校3,267人分、中学校2,164人分　助成対象品目：学用品費、通学費、学校給食費、医療費等）

◆災害復旧費では

　・道路の災害復旧に要する経費

　・被災農地の除塩対策事業に要する経費

　・消防庁舎、消防ポンプ置場等の災害復旧に要する経費

　・総合体育館の災害復旧に関する経費
　

◎当初予算の見直し

【一般会計】

　中止・休止する事業　 69事業　（新墓地整備事業費、漁港等整備事業、総合運動公園建設推進費等）

　予算を縮小する事業　156事業　（観光振興対策費、（仮称）市民文化ホール建設基金費等）

【特別会計】

　中止・休止する事業　  8事業　（水産物地方卸売市場整備費、農業集落排水施設建設事業費、病院事業費等）

　予算を縮小する事業　 23事業　（公共下水道建設事業費、下水道台帳整備等）

可決された補正予算のおもな中身は
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７
月　

日
の
本
会
議
で
、
条
例

１２

や
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福

祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た

こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質

疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
の

各
常
任
委
員
会
の

条
例
・
予
算
審
査

条
例
・
予
算
審
査

　

仮
設
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の

形
成
と
地
元
行
政
区
と
の
関
係
に
つ

い
て
。　

　

世
帯
以
上
の
大
き
な
仮
設
住
宅

５０
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
行
政
委

員
を
選
任
し
、
小
規
模
な
仮
設
住
宅
地
域
は

既
存
の
行
政
区
域
に
班
単
位
で
編
入
す
る
。

　

地
域
の
代
表
者
の
合
意
を
得
た
上
で
、
仮

設
住
宅
入
居
者
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

環
境
教
育
委
員
会

総
合
体
育
館
及
び
総
合
運
動
公
園
の

利
用
再
開
に
つ
い
て

　

総
合
体
育
館
及
び
総
合
運
動
公
園

の
再
開
時
期
は
。

　

総
合
体
育
館
は
現
在
、
災
害
支
援

物
資
保
管
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

今
後
、
震
災
で
破
損
し
た
ホ
ー
ル
や
天
井
等

の
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
平
成　

年
４
月
の

２４

利
用
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

　

総
合
運
動
公
園
は
震
災
後
、
自
衛
隊
が
災

害
支
援
の
拠
点
と
し
て
駐
留
し
、
ま
た
災
害

支
援
物
資
の
集
積
拠
点
と
し
て
使
用
し
た
た

め
、
施
設
の
修
復
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に

仮
設
住
宅
建
設
予
定
地
と
し
て
調
整
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
再
開
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
動
向
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

保
健
福
祉
委
員
会

ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業

支
援
事
業
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業
支
援

事
業
の
内
容
及
び
事
業
の
委
託
先
は
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
自
立
を

目
的
と
し
、
在
宅
で
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
就
業
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
受
講

者
の
能
力
開
発
と
就
業
支
援
等
の
一
体
的
取

り
組
み
を
推
進
し
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
が

図
れ
る
よ
う
在
宅
就
業
の
拡
大
に
向
け
た
環

境
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
公
募
型
の
プ
ロ

産
業
建
設
委
員
会

震
災
被
災
者
就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

学
卒
未
就
学
者
人
材
育
成
事
業
の

中
止
に
伴
う
代
替
事
業
は
。

　

代
替
事
業
と
し
て
、
被
災
失
業
者

等
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
べ
く
、
震

災
被
災
者
就
労
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
企
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
被
災
失
業
者
や
学
卒
未
就
学
者
を
含

む
求
職
者
等
を
受
託
事
業
者
が
雇
い
入
れ
、

企
業
内
訓
練
や
就
業
体
験
を
通
し
て
人
材
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
企
業
の
再
建
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
市
内
産
業
の
再
生
力
向

上
と
市
外
へ
の
就
労
人
口
の
流
出
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

被
災
失
業
者
等
の
人
件
費
や
研
修
費
等
を

市
が
負
担
し
、
従
事
予
定
労
働
者
数
を
百
名
、

事
業
費
は
２
億
８
千
８
百
万
円
と
し
て
い
る
。

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
業
者
を
選
定
し
委

託
す
る
。

震
災
後
の
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

　

震
災
後
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

心
の
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

震
災
に
よ
り
心
に
深
い
傷
を
受
け

た
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
関
係
機
関

と
と
も
に
適
切
な
対
応
と
支
援
を
長
期
的
に

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
や
専
門
医

に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
え
る

よ
う
、
教
員
を
対
象
に
医
療
専
門
家
研
修
会

の
実
施
も
し
て
い
る
。

▲砂利が敷かれ修復が必要なフットボール場
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起立採決のあった議案に
対する各議員の賛否

第　

号
議
案
平
成　

年

９６

２３

度
石
巻
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に

対
す
る
附
帯
決
議

氏  名

議
席
番
号

○阿部　久一1

○遠藤　宏昭2

○阿部　純孝3

○黒須　光男4

○�橋　左文6

×山口荘一郎7

×大森　秀一8

×阿部　和芳9

×水澤冨士江10

○阿部欽一郎11

○安倍　太郎12

○丹野　　清13

○千田　直人14

○櫻田　誠子15

○渡辺　拓朗16

×千葉　眞良17

×阿部　正敏18

×青山　久栄19

×�橋　栄一20

×西條　正昭21

×庄司　慈明22

○石森　市雄23

○松川　惠一24

○森山　行輝25

○長倉　利一26

○伊藤　啓二27

×堀川　禎則28

－阿部　政昭30

×後藤　兼位31

×�橋　誠志32

×阿部　仁州33

×三浦　一敏34

16賛　　　成

15反　　　対

※○：賛成、×：反対
※阿部政昭議員は議長であるた
め採決には加わりません。

　

平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
歳
出
中
、
７
款
商
工
費
、
１
項
商
工
費
、
３
目
観
光
費
に
お
い
て
、
石
巻
川
開
き
祭
り
負
担

２３

金
に
か
か
る
支
出
と
し
て
、
当
初
予
算
９
百
万
円
か
ら
６
百
万
円
を
減
額
し
、
３
百
万
円
と
す
る
予
算
補
正
が
計
上
さ
れ
、
本
年
の
川
開
き
祭
り
へ
の

支
出
を
予
定
し
て
い
る
。
川
開
き
祭
り
は
、
石
巻
市
を
代
表
す
る
祭
り
で
あ
り
、
市
民
に
希
望
と
活
力
を
与
え
る
重
要
な
祭
り
で
あ
る
こ
と
は
認
識
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本
市
の
死
者
は
３
千
百
名
を
超
え
、
４
か
月
を
経
過
し
て
な
お
見
つ
か
ら
な
い
千
名
も
の
行
方
不
明
者
と
そ
の
親

族
、
住
む
土
地
や
住
宅
を
失
い
避
難
所
・
仮
設
住
宅
や
損
壊
し
た
家
屋
で
不
自
由
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
多
く
の
市
民
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
復
旧
す
ら
進
ま
な
い
数
多
く
の
事
業
者
や
企
業
な
ど
、
市
民
の
受
け
た
震
災
の
傷
は
全
く
癒
え
て
は
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
を
司
る
市
職
員
は
、
膨
大
な
課
題
に
対
処
し
、
何
と
か
市
民
生
活
の
再
建
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
日
々
懸
命
に
業
務
に
当

た
っ
て
い
る
が
、
激
務
に
よ
り
心
や
体
を
壊
す
者
も
増
加
し
、
全
国
の
自
治
体
よ
り
応
援
職
員
の
派
遣
を
受
け
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
川
開

き
祭
り
の
従
事
者
と
し
て
割
く
余
裕
は
無
い
に
等
し
い
。
東
日
本
大
震
災
の
供
養
（
慰
霊
）
と
復
興
、
市
民
の
勇
気
と
志
気
高
揚
と
い
っ
た
祭
り
の
開

催
趣
旨
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
職
員
に
お
い
て
は
、
被
災
し
た
市
民
の
生
活
再
建
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
最
優
先
事
項
で
あ
る
。

　

ま
た
、
安
全
面
に
お
い
て
は
、
花
火
大
会
で
あ
る
中
瀬
地
区
は
、
地
盤
全
体
が
沈
下
し
、
川
へ
の
転
落
事
故
防
止
柵
も
損
傷
し
て
い
る
ほ
か
、
陸
上

行
事
の
会
場
で
あ
る
中
心
商
店
街
は
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
建
物
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
会
場
に
観
客
が
溢
れ
た
場
合
、
予
期
せ
ぬ
事
故
が
発
生

す
る
可
能
性
は
高
く
、
川
開
き
祭
り
の
開
催
を
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
再
度
綿
密
な
安
全
対
策
を
検
討
し
、
無
理
が
あ

る
事
業
に
つ
い
て
は
再
考
さ
れ
る
べ
き
と
思
慮
す
る
。

　

よ
っ
て
、
本
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
市
職
員
は
、
本
市
の
お
か
れ
て
い
る
震
災
復
旧
の
現
状
を
鑑
み
、
本
年
に
つ
い
て
は
市
民
生
活
再
建
と

復
旧
復
興
へ
の
業
務
を
最
優
先
と
す
べ
く
、
川
開
き
祭
り
へ
の
従
事
は
最
小
人
数
に
と
ど
め
、
予
算
の
支
出
先
で
あ
る
石
巻
川
開
祭
実
行
委
員
会
に
は
、

本
年
の
川
開
き
祭
り
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
万
全
な
る
安
全
対
策
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。  

附　

帯　

決　

議

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
附
帯
決
議
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第　

号
議
案 
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

９６

２３

　３月11日に発生した東日本大震災により、本庁舎６階にありました議会棟は天井等が崩

落し、現在使用不可能な状態となっております。

　議会や委員会の開催にあたっては、当面の間、本庁舎４階にございます庁議室および会

議室等を利用し開催することとなります。また、これまで実施しておりました議会中継に

ついても、カメラ等の放送設備が破損したため、現在は、中継の実施が不可能な状態にあ

ります。傍聴については、会場が狭いこともあり人数に限りがございますが、これまでど

おり実施しております。

　大変、ご不便をおかけいたしますが御了承願います。

お 知 ら せ
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平
成　

年
６
月　

日
、
正
副
議
長
及
び
各
会
派
の
代

２３

２８

表
、
市
長
が
上
京
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
の

復
旧
・
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

各
省
庁
へ
出
向
き
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
財
団
法
人 
神
戸
都
市
問
題
研

究
所 
常
務
理
事 
本
荘 
雄
一
（
ほ
ん
じ
ょ
う 

ゆ
う
い
ち
）
氏
、
神
戸
市
企
画
調
整
局 
企
画

調
整
部 
総
合
計
画
課 
加
納 
尚
剛
（
か
の
う 

な
お
か
た
）
氏
の
２
名
を
講
師
に
迎
え
、「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て　

〜
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
過
程
で
学
ん

だ
経
験
・
教
訓
〜
」
と
題
し
、
石
巻
市
議
会

議
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
戸
市
の
震
災
復
興
計
画
策
定

や
復
興
・
復
旧
へ
の
取
り
組
み
過
程
に
つ
い

て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

▲議員研修会の様子

中中
央
要

　
央　
要　
望望
〜
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
〜

▲仙谷民主党代表代行へ要望書を手渡す

▲安住民主党国会対策委員長へ要望書を手渡す

▼
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
、
処
理
に
つ
い
て

▼
主
要
産
業
の
復
興
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

▼
主
要
産
業
の
復
興
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

▼
被
災
し
た
河
川
・
海
岸
施
設
の
早
期
復
旧
、
及
び

地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い
て

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省

環 

境 

省

▼
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

▼
石
巻
市
立
病
院
の
再
建
等
に
つ
い
て

▼
鉄
道
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て

▼
被
災
し
た
河
川
・
海
岸
施
設
の
早
期
復
旧
、
及
び

地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い
て

国
土
交
通
省

厚
生
労
働
省
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心
よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　

第
２
回
定
例
会
開
会
日
の
７
月
８
日
に
故
黒
澤
和
雄
前
議
長
と
故
�
橋

健
治
議
員
の
追
悼
の
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

哀
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
議
員
を

代
表
し
て
、
森
山
行
輝
議
員
、
阿
部
欽
一
郎
議
員
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
故
黒
澤
和
雄
前
議
長
と
故
�
橋
健
治
議
員
の
ご
遺
族
よ
り
挨
拶

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

故
黒
澤
和
雄
前
議
長
、

故
�
橋
健
治
議
員
を
偲
ん
で

故　
�
橋
健
治
議
員
へ
の
追
悼
の
辞
を

述
べ
る
阿
部
欽
一
郎
議
員

▲全員で哀悼の意を表し黙祷

故　
黒
澤
和
雄
前
議
長
へ
の
追
悼
の
辞
を

述
べ
る
森
山
行
輝
議
員

　

平
成　

年
３
月　

日
、

２３

１０

�
橋
健
治
議
員
が
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
御
功
績

を
し
の
び
心
よ
り
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�
橋
健
治
議
員　

逝
去

　

平
成　

年
２
月　

日
、

２３

２５

黒
澤
和
雄
議
長
が
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
御
功
績

を
し
の
び
心
よ
り
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

黒
澤
和
雄
議
長　

逝
去

訃　

報

　

長
倉
利
一
議
員
の
副
議
長
就
任
に
伴
い
、
新
た

に
森
山
行
輝
議
員
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農

業

委

員

会

委

員

　

阿
部
欽
一
郎
議
員
の
監
査
委
員
就
任
に
伴
い
、

石
森
市
雄
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
議
会
議
員

　

阿
部
政
昭
議
員
の
議
長
就
任
に
伴
い
、
新

た
に
長
倉
利
一
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

変
更
の
あ
っ
た
委
員
会
構
成
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
に
阿
部
欽
一
郎
議
員
が
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

監 

査 

委 

員　

　

阿
部
政
昭
議
員
の
議
長
就
任
に
伴
い
、
委

員
長
の
辞
任
願
い
が
出
さ
れ
、
新
た
に
長
倉

利
一
議
員
が
委
員
に
選
任
さ
れ
、
委
員
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
千
葉
眞
良
議
員
が
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
等
調
査
検
討

特
別
委
員
会

　

新
た
に
阿
部
政
昭
議
員
が
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会
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※「はるかのひまわり」とは
　阪神大震災の際に亡くなった神戸市の小学生 加藤は

るかさんの自宅跡地に植えられた。多くの花を咲かせ

「はるかのひまわり」と呼ばれ、復興の願いを込めて全

国各地に植えられている。兵庫県警灘署より被災地を元

気付けたいと種500粒が寄贈され、６月13日に児童たち

により校庭に植栽された。

　東日本大震災で被災された皆様に心より

お悔やみとお見舞いを申し上げます。

　また、議会改革を進める中で、昨年４月

23日に石巻市議会基本条例を制定しまし

た。これにより、議会及び議員が担うべき

責務を果たすべく、これまで以上に公平・

公正・透明な議会運営と市民への情報発信

と説明責任を果たすことに取り組んでおり

ます。その一つに、広報広聴事業の充実が

あり、委員会として取り組んだ第１号の

「議会だより」であります。一問一答方式を

導入し、議会報告会の開催へ向け、ステッ

プアップの途中での大震災の発生で、紙面

も大震災一色となりました。「はるかのひ

まわり」の如く、一刻も早い復興へと市民

の願いを花咲かせたいという思いが詰まっ

ております。

　石巻市議会に対し、今後ともご理解をい

ただきたいと存じます。

広報広聴委員会委員長　阿部　和芳

広報広聴委員会委員

　委員長　　阿部　和芳　　　副委員長　渡辺　拓朗

　委　員　　阿部　純孝　　　委　員　　大森　秀一

　委　員　　安倍　太郎　　　委　員　　千田　直人

　委　員　　青山　久栄　　　委　員　　庄司　慈明

　委　員　　堀川　禎則

編 集 後 記




